
柏崎刈羽原子力発電所７号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価に

関する中間とりまとめ（報告書）（案）について 

平成２０年４月１日 
東京電力株式会社 

【位置付け】 
・ 柏崎刈羽原子力発電所は設計基準地震動を上回る地震動を観測したため、設備の健全性を確

認する目的で点検・評価計画書に基づき点検・評価を実施してきた。７号機については、原

子炉安全上重要な設備＊の設備点検ならびに地震応答解析が概ね終了したことから、中間的な

結果を報告書にとりまとめ、本日（４月１日）の運営管理・設備健全性評価 WG に提出 
・ 本報告書（案）は３月２７日の設備健全性評価サブ WG における審議内容を反映して作成し

たものであるが、さらに本日の運営管理・設備健全性評価 WG における審議内容を反映した

後、正式に原子力安全・保安院に提出する予定           （  部・・・記載見直し） 
【設備点検】 
・ 設備点検は、工事計画書に記載のある全ての設備を立形ポンプ等の動的機器、配管等の静的

機器、支持構造物等の４２機種に分類して実施 
・ 各機種ごとに損傷形態に応じた点検方法を選定し、地震の影響を受けやすい箇所を重点的に

点検すべき箇所として明確にした上で要領書を定めて実施 
・ ３月中旬時点で、点検実施数は表のとおり 

 基本点検機器数 そのうち安全上重要な機器数 
目視点検 約９８０／１４００ 約７００／７９０ 
作動試験 約１２０／３００ 約１１０／１９０ 
漏洩試験 約１２０／８００ 約１１０／５２０ 
機能試験 約５３０／７００ 約５３０／７００ 

【地震応答解析】                      ３７０／４１０ 
・ 解析の対象となるのは原子炉安全上重要な設備＊であり、現時点で地震時の床応答スペクトル

が求められている原子炉建屋内に設置されている約１００機器については解析を完了 
・ 対象機器に対しては、地震時に観測した水平および垂直方向地震記録に基づいて応力や応答

加速度を算出し、構造強度評価および動的機能維持評価を実施 
・ 構造強度については評価基準値（ⅢAS）を満足しており、動的機能についても機能確認済み

加速度を下回っているとの中間的な評価結果を得た 
【総合評価結果】 

原子炉安全上重要な機器のうち、現状で評価が終了している機器ついては、地震による影響

と判断されるものはなく、機能喪失に至る事象も確認されなかった。これらから，これまでの

設計上の裕度の考え方や設備の保全プログラム等により，今回の地震に対して設備の機能を維

持することが出来たと考える。 
ただし，経年劣化や施工不良が原因と判断された事象も確認されており、これらにつ

いては，必要に応じて通常の保全プログラムへの反映等の措置を行う。 

 

＊ 原子炉安全上重要な機器：重要度分類クラス１および２の設備で耐震クラスが As、A のものおよび

その他動的地震動による耐震評価の対象としているもの 

                                          以 上 
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（左記数値見直し） 


